
2013年　8月　現在

対キルギス共和国　事業展開計画

　　民主主義の定着を後押しする持続的かつ均衡のとれた経済成長への支援

【現状と課題】
　ロシア、カザフスタン、中国といった大消費地に囲まれている地理的環境と、国内の限定的なマーケット規模を勘
案すると、キルギス経済の底上げには「国内外のコネクティビティの確保」と、輸出力の強化を支える「輸送コスト
の削減」が求められている。一方で、ソ連崩壊後の道路事情は悪化しており、災害（地滑り、雪崩）発生時や、冬季
の積雪時には地方遠隔地へのアクセスが困難となっているだけでなく、経済活動の活性化の観点からも、劣悪な道路
事情や複雑な税関手続き等が、円滑な物流のボトルネックとなっている。そのため、持続的かつ均衡のとれた経済発
展のためには、基盤となる地域を繋ぐ運輸インフラの整備が不可欠となっている。

【開発課題への対応方針】
都市と地方、さらには海外市場につながる輸送ルートを整備し、幹線道路網や物流インフラ
を中心とした運輸インフラの整備を行う。また、整備したインフラの適切な維持管理が課題
になっていることから、インフラ整備のみならず、運輸通信省の政策・計画の策定・実施能
力および技術力向上に向けた支援を行う。具体的には、橋梁の架替えや道路網整備などのイ
ンフラ整備、維持管理に必要な道路補修用建機の供与や、維持管理体制・技術力の強化など
を行う。物流促進の観点から、税関手続きの改善なども視野に入れて支援を実施する。
なお、将来的な円借款供与の可能性を念頭に、具体的な案件形成についても検討を行う。

運輸インフラ整備と地域間格差の是正

国別援助方針　別紙

重点分野１
（中目標）

基本方針
（大目標）

課題別研修他

2.40ビシュケク市交通改善計画調査 開発計画
　

0.52

輸出競争力強化の
ための物流促進プ

ログラム

キルギス経済の海外市場との結びつき
の重要性を考慮し、国内産業の輸出競
争力の強化のための基盤整備を主目的
とする。
具体的には、道路網を中心とする運輸
インフラ整備や輸出入の円滑化のため
の支援を実施し、これに関連して、キ
ルギスの大きな課題である持続的な維
持管理を含む政策・計画の策定・実施
能力、技術力向上のための支援を行
う。

地域別研修「中央アジア・コーカサス諸国税関行政」

技プロ

個別専門家

ビシュケク－オシュ道路クガルト川橋梁架け替え計画詳細設計

オシュ・ジャララバード・タラス州道路維持管理機材整備計画 協準

地域別研修「中央アジア地域道路維持管理」及び国別研修「道路行政」

橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト

道路行政アドバイザー（広域）

協力プログラム概要 プロジェクト名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考2012

年度
以前

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

無償

課題別研修他

開発課題１－１
（小目標）

運輸インフラの整
備

協力プログラム名

11.96ビシュケク－オシュ道路クガルト川橋梁架け替え計画本体工事 無償



開発課題１－２
（小目標）

農業・ビジネス振
興

【開発課題への対応方針】
農業・ビジネス振興の開発課題に対しては、キルギス国内の消費市場に規模的な制約がある
ことに鑑みて、海外市場へのアクセスの重要性を踏まえた「バリューチェーンの創出」を意
図した協力プログラムの展開を図る。具体的には、外国需要の大きい作物を生産できる体制
構築支援と同時に、農産物の収穫・集出荷の効率化やマーケティング、付加価値を高める農
畜産物加工業の育成を支援し、輸出競争力を高める。また、農業生産力の回復のための農業
機械・灌漑・加工設備の整備などのインフラ面での支援を実施するとともに、食品検査体制
の構築等、農産品輸出に係る周辺環境の整備も行う。また、一村一品運動との連携によっ
て、直接農村部の産業育成を通じ、地域間格差の是正も支援する。
　農業支援と相乗効果が期待できる中小企業振興、ビジネス・投資環境改善についても支援
を実施する。特に、小水力発電等、水資源のより積極的な活用による環境負荷のより少ない
電源開発も支援対象として検討していく。従来から継続的に支援してきた日本センターにつ
いても引き続き支援を行っていく。

備考

　

2014
年度

2013
年度

スキーム

1.96

5.00

3.15

技プロ

支援額

（億円）2016
年度

実施期間

2017
年度

2015
年度

2012
年度
以前

協力プログラム名

農産品・農産加工
品輸出促進プログ

ラム

プロジェクト名協力プログラム概要

農業を再興するために、外国で需要の
高い作物を増産・輸出できる体制の構
築、農産物の付加価値を高める農畜産
物加工業の育成等、農業開発及び農業
関連産業の開発を行う。 共同森林管理実施能力向上プロジェクト

一村一品アプローチによる小規模ビジネス振興を通じたイシククリ州コミュニティ活性
化プロジェクト

輸出のための野菜種子生産技術向上プロジェクト

農村開発分野の地域別研修

【現状と課題】
　キルギス農業部門は、同国GDPの約20％を生み出す重要産業である。また、人口の約60％が農村部に居住している
ことに鑑みれば、農業関連部門（食品加工業、手工芸業等を含む）における雇用機会の創出は「貧困の撲滅」という
文脈のみならず、「地域間格差の是正」という観点でも極めて重要である。一方で、国内の消費市場の規模に鑑みる
と、将来的に農業を成長のエンジンとするためには、既に栽培環境など地理的優位性を活かした農産品の輸出競争力
の強化が不可欠である。
　ソ連崩壊に伴って大規模集団農場制度が解体した結果、現在のキルギスでは農地の私有化により小農化が進み、各
農家の栽培技術の低下や農産品物流システムの崩壊を招き、さらには農業機械不足による休耕地・未収穫農作物の増
加等の問題が深刻化しており、生産－加工－販売－輸出の農業バリューチェーンが分断されるなど、輸出競争力の強
化には課題は多い。
　また農業関連ビジネス（食品加工業等）においても、近代的経営の資質を備えた企業家の数は極めて限られてお
り、さらには不安定な電力事情など基本的なビジネス環境も脆弱な状態では、経済の底上げに必要な海外投資家の誘
致は期待できない。

技プロ

技プロ

イシククリ乾燥地域緑化推進計画準備調査

課題別研修他

協準

16.06

ビジネス振興・投資促進分野のシニア海外ボランティア

　

技プロ

ＳＶ

ノンプロ

ビジネス振興・投
資促進プログラム

中小企業振興、ビジネス環境整備、ビ
ジネス人材、行政官の育成は、広く産
業の発展に資することに加え、外国か
らの投資を誘致することにもつながる
ことから、上記のプログラムと連携し
つつ実施していく。また、引き続き、
日本センターを通じて、これらの人材
の育成を行っていく。

 

課題別研修他

3.00

 

 

 

政策立案能力向上分野の研修

 

課題別研修他

支援額

（億円）
備考2012

年度
以前

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

政策立案能力向上
プログラム

政府が有効かつ実効性のある政策を安
定的に実施するために必要な政府職員
の人材育成、及び民間部門の人材育成
を行う。

人材育成奨学計画（JDS） 無償

ビジネス振興・投資促進分野の研修

キルギス共和国・日本人材開発センター・ビジネス人材育成プロジェクト（ポストフェー
ズ2）

農村開発分野の青年海外協力隊

開発課題１－３
（小目標）

ガバナンス・政策
立案能力向上

【現状と課題】
ソ連崩壊、2005年と2010年と二度にわたる政変を経験したことから、政策に一貫性・安定性を欠き、政府の政策立案
能力も弱い。政府と民間セクターとの協働に課題が多く、社会・経済活動の活性化や外国投資誘致の障害となってい
る。

【開発課題への対応方針】
キルギス政府が国家戦略の中で重点化している分野において、政府職員の政策立案能力向上
に資する人材育成を、留学支援（人材育成奨学無償）及び本邦研修等により実施する。ま
た、政策立案や実施の過程においては、政府の職員のみならず、民間部門アクターが重要な
役割を演じることから、経済団体、公益法人、NGO、民間企業といった民間部門のアクター
の人材育成を実施する。

協力プログラム名 協力プログラム概要 プロジェクト名 スキーム

実施期間

JOCV



国際児童基金（ＵＮＩＣ
ＥＦ）連携

3.77基礎教育整備計画（ＵＮＩＣＥＦ連携） マルチ

課題別研修他

障害者支援分野の青年海外協力隊
ＪＯＣＶ

【現状と課題】 【開発課題への対応方針】

BHN分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力
草の根無償

1.31

ベーシック・
ヒューマン・ニー
ズ（BHN）改善プロ

グラム

保健医療分野では、主に終了済みの医
療機材整備にかかる無償資金協力の
フォローアップ及び草の根・人間の安
全保障無償資金協力無償を中心に、老
朽化している病院機材の更新に係る協
力を実施する。そのほか、教育などの
分野では主に草の根・人間の安全保障
無償資金協力を行う。

社会セクターの復
興プログラム

2010年4月の政変、6月の南部民族衝突
において破壊され、また脆弱性が表出
した病院・学校などの医療・教育施設
などの公共施設の復旧を図る。

その他

重点分野２
（中目標）

社会インフラの再構築

開発課題２
（小目標）

社会セーフティ
ネットの整備

【現状と課題】
キルギスは、独立国家共同体（CIS）諸国の中でタジキスタンに次ぐ貧困国であり、1991年の独立以降、教育、保健
医療などの社会セクターの諸分野をはじめとして社会インフラの老朽化が深刻な問題となっている。1991年のソ連崩
壊後の社会セクターに対する公共支出の削減などの要因が、社会的弱者に悪影響を与え、大きな問題となっている。
また経済成長に伴い、都市と農村地域間の経済格差が拡大しており、持続的かつバランスのとれた経済発展の確保が
課題となっている。

【開発課題への対応方針】
社会主義体制崩壊で疲弊した同国の保健医療、教育など社会セクターの回復を通じて市場経
済及び民主化の中心を担う国民の生活水準向上を目指す。保健医療分野では、国際保健政策
2011－2015を、教育分野では、新教育協力政策2011－2015を念頭に置いた取組を進める。

協力プログラム名 協力プログラム概要 プロジェクト名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考2012

年度
以前

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

障害者支援分野のシニア海外ボランティア
ＳＶ

障害者支援分野の地域別研修

その他

1.00

協力プログラム名 協力プログラム概要 プロジェクト名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考2012

年度
以前

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

中小企業ノン・プロジェクト無償 ノンプロ

地域内協力の促
進

国境管理能力向上
プログラム

テロ・麻薬取引、人身売買、感染症な
どの国境を越えて侵入する脅威に対す
る対応能力の向上を図る。

持続可能な鉱山開発分野の地域別研修

課題別研修他
災害対策分野の地域別研修

災害対応・リスク評価能力強化及び地域協力対話促進計画（ＵＮＤＰ連携）
無償

環境・エネル
ギー・防災プログ
ラム

鉱物資源開発と環境保護を両立させる
能力の強化や、水資源の効率的利用・
管理、並びに防災対策の効率化のため
に不可欠な地域間協力の促進支援を行
う。

水利組合の発展分野の地域別研修

国連開発計画（ＵＮＤ
Ｐ）連携

国際移住機関（ＩＯＭ）
連携無償

課題別研修他

課題別研修他

1.31

2.04

【現状と課題】
中央アジアは、貧困、環境、水資源、防災、テロ・麻薬など、その解決には地域的協力を必要とする課題を抱えてい
る。2012年11月の「中央アジア＋日本」対話第４回外相会合において署名された共同声明において、地域協力の具体
的分野として、貿易・投資、環境・省エネ・再生可能エネルギー、ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）達成と格差是
正、アフガニスタン安定化に向けた協力、防災協力の５分野での協力を推進することで一致した。

【開発課題への対応方針】
我が国は、2004年に立ち上げた「中央アジア＋日本」対話の枠組みを活用し、地域協力を促
進するための触媒としての役割を果たし、同地域全体の安定と繁栄の確保に努める。また、
国際機関ドナーと連携し、アフガニスタンなどの周辺地域を含むより広い地域内協力を促進
し、国際社会の安定に貢献する。

協力プログラム名 協力プログラム概要 プロジェクト名 スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考2012

年度
以前

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

出入国管理システム近代化計画（IOM連携）

【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年研修）、「ＪＯＣＶ」（＝青年海
外協力隊）、「ＳＶ」（＝シニア海外ボランティア）、「第三国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型））、「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・ＪＩＣＡ以外の省庁及び独立行政法人等が実
施している技術協力）、「無償」（＝以下に特記するサブスキームを除く全ての無償資金協力）、「ノンプロ」（＝ノン・プロジェクト無償）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償）、「日本ＮＧＯ」（＝日本ＮＧＯ連携無償）、「一般文化」（＝一般文化無償）、「草の根文化」
（＝草の根文化無償）、「有償」（＝円借款）、「マルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）　この凡例にない略語を使用する場合は凡例に当概略語を記載したうえで使用する。

国連薬物犯罪事務所
（ＵＮＯＤＣ）連携

1.27キルギス・タジキスタン国境連絡事務所設置計画（ＵＮ連携, 実施機関UNODC） マルチ


